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Improved Uses of the iPad in Practical Private Law Education
　This paper discusses various aspects of using the iPad in practical 
private law education, where it has been mainly used as a device for 
searching. Of course, it is convenient and useful as a search tool, but 
there seems to be more eﬀ ective ways to utilize the iPad for studying 
private law. For instance, providing digital books is one of the possible 
steps not only to attract students but to improve their knowledge. 
Some legal digital books have already been published, but they have 
few functions which let students study voluntarily. This paper first 
reviews various uses of the iPad in private law study in the legal 
debates and classes that were held for freshmen in 2013, and then 
discusses the principles of making legal digital books taking advantage 
of the iPad in practical private law education.
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（29） 参 考 と し て，Swenson Tamara, Bramley 
David, Cornwell Steve, Making Interactive 




































































として，Federal Rules of Evidence,2014, Legal 
Information Institute at Cornell Law School
は，日本における電子書籍と同様の機能，つ
まり，しおり，マーカーでのライン引き，メ
モ機能が備えられている他，必要部分をコ
ピーし共有したり，同一単語が使用されてい
る個所の検索なども行える。共有機能を除け
ば，日本の電子書籍と変わらない部分も多い
が，最大の違いはメモの取り方である。本文
で述べたよう，日本の電子書籍は手書きのメ
モしか残せないものが殆どだが，これは付箋
式で，キーボードで文字を打ち込む方式であ
る（文書作成ソフトで，コメントを挿入する
のと同様の仕様である）。マーカーでの印も
手書きではないため，総じて，見た目が綺麗
である。
（44）専門科目でどのようにiPadを用いた教育を展
開していくかという点については，大阪女学
院大学でも今後の課題として検討されている
ところである。
（45）売買契約の成立過程を経験することも，その
一例である。
（46）長屋と足立の打ち合わせのなかで，「デジタ
ルで見る私法教材（電子書籍教材）」作成の
必要性も議論になった。たとえば，親族法の
教科書として，人の一生を「出生届」から始
まり「婚姻届」，「死亡届」，「遺言書」などの
実物を写真または映像で取り込んだデジタル
教材を作成することができれば，学生に，法
知識と現実生活・実務との関連をビビッドに
伝えることができるのではないか，と。この
種の取組みは，人の一生以外でも，構成可能
だろう。
（47）足立は，講義中，スマートフォンでの条文・
判例・事項検索を許している。
（48）書籍として読むのであれば，その媒体は，ス
マートフォンではなく，iPadのようなダブ
レット端末となろう。
（49）たとえば，銀行法務21では，767号より，浅
井弘章「銀行取引へのダブレット導入の留意
点」が連載されている。
（50）さらに，足立は，小中高で実践されている法
教育と，大学の法律学教育との関係をどう関
係づけるのか，そして，そもそも法教育とは
一体何なのか，その意義と目的は何か，につ
いても検討が必要であると考える。
